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T,RoseBengal,Fuchsin,BromothymolBlueにお
文献

いて顕著であった。

4CrystalVioletを14～42ppm添加した培地上で1)村田寿太郎(1920)白菜黒腐病について．病虫雑

黒腐病菌は発育し，軟腐病菌は全く発育できなかった。7⑩：577～579.2）滝元清透（1928）甘藍．蕊萄

5農薬に対する両菌の耐性はサンケル，セルジオン及白菜の黒腐病．病虫雑15⑩：535～542．3）津山

を除く他のすべての薬剤において黒腐病菌より軟腐病菌博之（1962）白菜軟腐病に関する研究。東北大農研粂

の方が強かった。 1 3 ( 1 ) : 2 2 1～345.
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ラッキョウ白色疫病に関する研究＊

一各地産分離株の菌糸生育，胞子形成および病原性の相異一

伊阪実人・宮越盈・山田茂子（福井県農業試験場）

第1表供賦菌株の来歴

I緒言

筆者らばさきにラッキョウのりん茎を腐敗させる病原

菌に雌;.8灘･検出･病原性･病原菌の形態･生理の一
部を報告した，本菌はわが国では最初の発見であり，福

7〕

井，富山，鳥取，愛知のリ病ラッキョウにも確認された

ことより，全国各地にかなり広く分布していると推察さ

れる．したがって，各地の分離菌株間の生態・生理に関

し，その変異の有無を検討することは重要と考え，本報

告でば，馴致による変異が起っていないと思われる純粋

分離をしてまもない菌株について，その生育，菌株の諸

器官形成とくに遊走子のうと蔵卵器形成，および菌株の

ラッキョウりん茎に対する接種試験による病原性などの

比較検討をおこなった，本報告に際し，当場奈須田和彦

病虫課長のご指導を受けたことを厚く御礼申し上げる。

また鳥取県農業試験場草葉敏彦病理育種科長，愛知県農

焦試験場中西勇病虫科長から，被害ラッキヨウの送付を

御願いした。さらに福岡農試分離菌株の供試には横山佐

太正技師のご好意を得た。ここにあわせて厚く御礼申し

上げる。
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タマネギ

第2表各秘天然培地の紐成
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－ス，グルコース，シェクロース，ラフイノース，キシ

ロース，グリセリン，マンニトール，ソルビトールおよ

び酵母エキスをツアペック培地に0．5％加用し，それら

の培地上での菌そう生育を比較した｡

遊走子のう形成PDA培地で培養した菌(15日）

をPD液体培地(200ccコルベンヘ5"c分注）へ移植し，

20｡Cで2週間振とう培養した。培養後ろ液を除去し，

殺菌純水で再度菌糸体を洗浄した。その後殺菌純水にけ

ん濁すると直径2～3mmの球形の菌糸体をえることが

できる。これら菌糸体を所定濃度に鯛整した被検液中へ

移植し，10日間,20｡Cに保った後，検鏡によって遊走

子のう形成を調べた．また1NのNaOHとHcIでpHを

調整した被検液中での遊走子のう形成を潟べた。その他

Ⅱ実験材料および方法

菌そうの発育比較供試菌株の来歴は,第1表鳴記

載した。まずジャガイモ；シュクロース寒天培地(耳D
A培地）に,20｡C15日間扁平培護後，生育菌そうを直

"3mmの小菌糸片に殺菌白金耳で切り取って，各種培

地へ移植し，一定期日後に，生育菌そうの直径を測定し

た。各種天然培地の組成は第2表に記したとおりであ

る。また各種糖類として，デンプン，イヌリン，ヲ・クト
‐

＊細井県農業吠験場鋼虫媒梁蹟No614(")
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砂土表面へ上述の手順によってえた菌糸体をのせ，5日

後の遊走子のう形成もあわせ調べた。

葉身有傷接種法病原性を比較する被検ラッキョウ

腱本病無病地からえた健全ラッキョウを無病土に栽培

し，逐次，堀り起こして付着している砂土および古葉を

除去し，流水中でよく洗った。つぎに葉茎部と根部を切

除した後，りん茎を培養箱（砂土深度5cm)に，たて

よこ各5cInの間隔で植えつけ25｡Cの恒温室（照明ラン

プつき）で15日間保って新しい葉茎部を砂土表面から約

5nlxnの高さに，殺菌匁を用いて切りそろえた。有傷部

への菌糸体をのせ第1図のように，湿った脱脂綿を押し

込んだ試験管でラッキョウを覆い,5｡C,10｡C,15｡C,

20.Cの恒温室内へ培養箱とも入れ，一定期間後に接種

率，発病株率，腐敗球数を調査観察した。葉身有傷接種

法（写真1）によると，試験管内の湿度を比較的-･定に

保つことができ，しかもり病葉茎からの病原菌の伝搬を

防止できる。さらに，試験管が透明であるため，随時病

徴を観察できる利点がある。しかし，自然環境下で，試

験管内の温度が急速に高まる欠点があるので今後改善の

要があろう

Ⅲ実験結果

各種天然培地における各菌株の生育比較すでにR

－7菌株を供試して好適培地を検索し，エンバク，トウモ

ロコシ，ミカン，ジャガイモ，ニンジン培地であること
7〕

を報告した-R－5,R-6,R-7の3菌株を供試し，

菌そう直径測定により菌糸の生育を比較したところ，好

適培地は，3菌株において，エンバク，トウモ戸コシ，

ジャガイモ、ニンジン，ミカン，タマネギ，ラッキョウ，

ツァペック．ダイヅ培地の順位であった。とくに3菌株

間の生育の相異の有無は第2図の手順に従って険索し

た。第3表を第2図の手順によって生育曲線を図示し解

析するとR6>R･-5>R-7菌株の順に生育が良かっ

た。生育曲線間のへだたりを見るとニンジン，ダイヅ培

地において明らかな差を認めることができたが，その他
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写真1葉身有傷接菰法（宮越原図）

、 、 5 1 0 1 5 嶬 養 日 数 ）

第2図菌株の生育を比較するための模式図

注：,号,：:各箇株R典RER8の生育遮腫=菖墨謡需要
e：生育曲線間のへだたり
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第1図築身有傷接種法
湿脱脂締b：試験符c：接種菌糸体d：砂
コルペソf8健全ラッキ写ゥ

写真2加温処理による接菰り病りん茎の回復

（宮越原図）
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の供試培地では明らかな差をみることはできなかった。

各種糖加用培地における各菌株の生育比較各種糖

類加用ツァペック培地で，供試菌の中3菌株はツアペッ

ク培地とほぼ等しい菌糸の生育を示した。加用糖類など

の中でも，キシロースと酵母エキスは生育がよくなかっ

た。ただ，多糖類のデンプン，､イヌリン加用培地で，3

菌株の生育速度に相異が染られた。

各菌株の遊走子のう形成の比較R－7菌株を供試

して形成を促進すると思われる溶液を予備的に検索し

た。その結果を第5表から第9表に示した。供試溶液の
●句、．､

第3表各種天然培地における各菌株の生育比較
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第6表糖の各濃度と遊走子のう形成との関係
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各翻化合物の影響

各種糖類などを加用した培地上における

各菌株の生育比較

第4表
一

駁硬故の礎髄

]_xmoll,0_"moll,0_amo,|,0_dmc一一

’ 加用物貿
供拭培饗

菌株日数

FeSO4

KNO8

CaC12

KH2PO4

NaHCO8

NagSOB

NaNO8

Mgso4

KCl

NaNO2

NH4H2PO4

(NH&)2SO4

NagSO&

NagHPO4

リンゴ酸

クエソ酸

NaNOg

NH4Cl

NH6NOB

KNOB

KH4H2PO4

(NH4)nSO4

１
４
８
１

０
０
３
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
一
一
一
一
一
一
一
一

●
●

●

●

１

０Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
鮪
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
一
一
一
一
一
一
一
一

デソイヌ
日数 プソリソ ’零

ラフ

イノ
ース

グル
コー

ス

リ
リ

グ
セ
ソ

シ
ー

キ
ロ
ス

ク
ー

ラ
ト
ス ’

ソ
ト
ル

マ
ニ
ー

ユ
ロ
ス

シ
ク
ー

日

3

7

9

12

1，5

i18

01071284】13391198

2203341723

2酒645923

6

5 3

府ツR4月弓ワ175ワ4ツ

IR－5

－

R－6

－

識
12.

36.

54.

65.

80.

83.

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

３
７
９
２
５
８

１
１
１

13．1

36.9

48.3

67.2

81．8

83．5

R－7

一q-守一 ■ 一 一

1

／

３
７
９
２
５
８

１
１
１

19.3

47.8

57.7

79.2

83.1

83.2

11.1

30.3

41.4

50.7

64.0

餌.2

14.9

32.3

38.1

52.2

64.3

74.6

２
３
７
９
１
５

●
●
●
●
●
●

聰
溺
訂
棚
印
加

14.6

29.7

37.3

47.1

57.8

67.0

8.7

22.3

39.6

40.1

51.9

62.8

12.3

33.5

47.7

60.0

75.4

80.8

4.8

18.9

30.1

36.6

47.6

53.5

12.7

33.7

45.7

56.3

66.3

74.5



北陸病害虫研究公報 第17号－116－

II1で，マンニトールの10-2mol9アスペラギン，アラニ

ン．セリンの10一望～10-3mol,CaC12の10-1mol、KNO3の

10-2molおよびINのNaOHとHclで調整されたpH4.5

～7.5の溶液中でよく形成されることが認められた。既

述の予備試験の結果,CaCl2溶液中で典型的なレモン状

の遊走子のうを形成することが観察されたので，本液を

供試して各菌株の遊走子のう形成数を比較した，その結

び果は第10表のようにR－5菌株は10-2mol,R-6およ

R－7菌株は10-'mol濃度で形成した。しかしR－8菌

株ばまったく形成しなかった。さらに，別の予備試験

から，砂土上に菌糸体をおくと2～3日後から多数の

遊走子のう形成を零たので（写真3)，これを利用し，

各菌株間の遊走子のう形成の比較をおこなったとこ

ろ,CaCI2の溶液とは逆に,R-8菌株が各温度区ともさ

かんに遊走子のうを形成した（第11表)。R－6菌株は，

2()℃区で多数の形成を認めた。第'0表と第1'表の結果

よりR･5,R-6,R-7.およびR－8各菌株はいくぶん

遊走子のう形成要因に相異があると思える。

葉身有傷接種法による各菌株の病原性の比較すで

に,R-7菌株の病原性を室内試験により確認し・また
6,7〕

自然環境下において接種が可能であることを報告した。

今回は，根雪期間中の融雪水による伝搬を極力さけるた

め前述の葉身有傷接種法を適用し，各菌株の病原性を比

較し，発病条件を検討した。

a葉身有傷接種法による各菌株と発病温度の関係

既述の接種法により4菌株の病原性を接種後30日、に発

病葉数および堀り起こし腐敗球数により判定した（第12

表)。その結果発病葉数は5．C区においては差異がなか

ったが高温区になるにつれて発病葉数は低下し,R-5

>R-6>R-7菌株の順であった。ところが腐敗球数に

おいては,R-6>R-7>R-5>R-8菌株の順二病原

性発現がぷられた（第12表の5．C区)。腐敗ラッキョウ

りん茎の9個体を，あらかじめ，底部室で湿脱脂綿を押

入れオートクレープで殺菌しておいた試験管の中へ1球

づっいれ，クッキングホイルを用い上蓋(ぶた)し，20～

25｡C下に保った。約1カ月後に新葉茎部が伸長するが，

第9表pHが菌遊走子のう形成に及ぼす影響
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写真3砂土表面で多数形成された遊走子のう

（宮越原図）

第10表塩化カルシュウム溶液中における

遊走子のう形成
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》 第12窪各歯株接種後の温度と発病の関係

－－－一

接孤後30日目の発痢葉数＊｜接禰後30日目の閥敗球数
供溌菌樺
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＊発痢葉数…･･･新葉の伸長が寵ったくなかった個体数

第11表砂土表面における遊走子のう形成
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獣験温度区
供 賦繭株
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接稲月日10.14.1968発潤側交11.14.1968








